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２０２０年度 ９月度例会資料                    ２０２０、０９．０６  

１．出来事・当面の予定 

７月    ０２日（木）・・・宝永山・２３５２ｍ峰 ２名 

      １２日（日）・・・富士山・二ッ塚 ２名 

      １６日（木）・・・まったりハイク 御坂＝雪頭ヶ岳 

      １９日（日）・・・宝永山・２３５２ｍ峰（バリエーション） 

８月    ０２日（日）～４日（火）・・・夏山合宿＝木曽・御嶽山、岐阜＝大日ヶ岳 

高山市・位山 ４名 

      ０８月１６日（日）・・・狩野川本流・リバーウオーク ２名 

      ０８月１７日（月）・・・まったりハイク＝富士山・幕岩 

      ０８月２０日（木）～２１日（金）・・・東北＝まったりハイク・安達太良山 

      ０８月３１日（月）～９月１日（火）・・・まったりハイク＝奥穂高岳（往復） 

９月       ０５日（土）～０６日（日）・・・キャンプ山行・リバーウオーク 

      １２日（土） 

      １９日（土） 

      ２６日（土）・・・丹沢バリ山行 

２．その他・・・特になし 

３．寄贈会報とピックアップ 

「やまなし山の会会報」 山梨・山の会  ８月号  NO.269  電子版   P14            

「くろゆり」事務局ニュース  三島勤労者山岳会  ８月号  NO.487  P7   電子版 

              ＊県連 20 周年記念誌から故杉澤康秀氏の「富士遭難と田沼氏のこと」を掲載 

「のいちご」 伊豆ハイキングクラブ  ８月号  NO.394  P12  紙製本 

「山靴」 練馬山の会 2020 春号 季刊号 NO.331 P30  ＊珍しくカラーページがなかった 

「竜爪ミニ」 静岡勤労者山岳会  8 月号     ＊クライミング山行が多い 

 

 



 

 

 

 

 



第５４期（２０２０年度）第２回理事会報告         ２０２０年６月１４日 

                       於 長田生涯学習センター     

伊豆ＨＣ（鍋島要） ○ 清水労山（小林幹郎） ○ 山登歩（花澤秀治） ○ 

三島労山（森勤） ○ 静岡労山（加藤高志） ○    （鈴木みほ子） ○ 

裾野麗峰（欠員）      （吉田綾子） ○ ＮＭＣ（海野美春） ○ 

沼津労山（鈴木みどり） ○ 安倍っ子（竹本幸造） ○    （森英代） ○ 

あさぎり（福原勝保） ○ 焼津山の会（山崎勝治） ○ 浜松労山（小澤賀代子） ○ 

ふじ山楽歩（欠員）    フレンズ（鈴木哲治） 欠 

 

５４期県連体制  会長・・・竹本幸造（安倍っ子）   

理事長・・海野美春（ＮＭＣ） 

事務局長・・花澤秀治（山登歩） 

副理事長（東部ブロック長）・・福原勝保（あさぎり） 

    （中部ブロック長）・・加藤高志（静岡労山） 

    （西部ブロック長）・・小澤賀代子（浜松労山） 

         組織部長・・福原勝保（あさぎり） 

         教育遭対部長・・小林幹郎（清水労山）  

         自然保護部長・・小澤賀代子（浜松労山） 

財政部・・・鍋島要（伊豆ＨＣ） 

         会計監査・・植松久美子（沼津労山）加藤秀子（ふじ山楽歩） 

          

＜議題＞ 

１ 各ブロックからの報告 

  東部・・３月２３日 ６団体７名参加 

  中部・・４月１８日 中部ブロックのＨＰ ブログを作成「山に登ろう 労山に入ろう」 

       次回６月２８日 

西部 

 

２ 各専門部からの報告 

  組織部・・１０名参加 各会の具体的な話をした 

      ★会員拡大・・広く世間に知らせる方法（ＨＰ中心 見たくなるような内容に）       

★会運営・・会員拡大が主 会運営が主という所がある。新入会員のフォローやレベ

ルアップの工夫を各会ごと出しあった。 

      ★労山アピール・・ＨＰが中心 

      ★登山時報について・・付き合いで買っている人が多い 

                 毎回しっかりは見ないが見たい内容の時もある 

  教育遭対部・・１０団体１３名参加 

    ★春山山行の取り組み、新型コロナウイルス感染症に対する各会の対応について情報交換 

    ★ベルクシュタット・・９月２７日 

    ★安全登山講習会・・１０月２５日 清水区役所 



    ★事故事例の確認 

 

  自然保護部・・８団体１０名参加 

    ★清掃ハイク・・実施した会と中止の会があった 

    ★自然保護デー・・今後考えていく（新型コロナウイルス感染症がどうなるか分からない

ので） 

    ★自然保護憲章・・全国連盟に連絡すると送ってもらえる 

    ★リニア反対著名・・会によって温度差あり 

    ★南アルプス高山植物保護活動の紹介 

    ★プラスチックごみについて・・各会でどう広げていくか戸惑いあり。今後どうするか話

し合っていきたい・ 

   

３ 総会で出された課題 

 ・Ｐ１７ 非常時連絡網…ベルグ隊 べルグ隊長を外す（それだけで良いのか？） 

      →たたき台を出して検討していく 

 ・Ｐ２７ 県連規約の１条 ・・事務所を持たなくなったので、「この連盟は・・・静岡県勤労

者山岳連盟と呼ぶ。」とする。 

                 →総会議案書作成時に直す 

 ・山岳４団体の活動（山の日記念行事）について 

           →未定。話し合いも持たれていない 

 ・投票用紙は 監査も必要  →投票用紙に加える              

 ・会計帳簿の保管  →５年とすることを加える 

４ 今後の予定 

 ＜全国連盟関係＞ 

    日にち 場所  

全国基金担当者会議 １１月１５日ＡＭ   

６０周年記念レセプション等 １１月１４日 東京 １０月２５日〆 

遭難対策会議 ７月４，５日 Ｗｅｂ会議  

女性担当者会議 ９月５，６日 全国連盟事務所 規模縮小しＷｅ

ｂ会議も併用 

自然保護講座 ７月１１，１２日 長野 大町  

自然保護集会 １１月７，８日 浜名湖周辺 静岡県連主管 

    

ハイキング委員会よりアンケートあり 

労山カレンダーの写真募集中・・・６月３０日締切 

 

＜県連関係＞  

ベルクシュタット ９月２７日  

安全登山講習会 １０月２５日 清水区役所 

ハイキング交流集会 １月１７日 中部ブロック担当 



総会 ３月７日  

 

＜県連の体制について＞ 

 ブロック会議には出るが 理事は出せない会が出ている。 

 大切だと思うが、今知恵を出し合うことが大事。 

コロナの中でズームやＷｅｂ会議が進んでいる、意識改革。 

  ▲集まって話をしているようにはうまくいかない 

   慣れもある  話しは一人しかできない  

  

会員数が多い会でも理事を出すのが大変な会がある 

これをやって・・といわれるのが苦手  入ってくる人に頼みにくい 

 

＊県連の事を伝えていく  

 ブロックから県連へ というような流れにしていったらどうか？ 

 

 

２０２０・安全登山講習会 

１０月２４日（土） 清水駅東口クライミング場 

               実技講習は午後から？（川嶋さんと時間は検討） 

               開場は９：００～なので、その前にクライミングをしたい人は利

用可能 

               代表者（責任者）を決めて、午前から利用者の受付をしたい 

１０月２５日（日）清水区役所 ふれあいホール 

               受け付け９：１０～ 

               講義９：３０～１１：３０   質疑応答１１：３０～１２：００ 

講 師  全国連盟・事務局長、教育遭難対策部長 川嶋高志氏（Ｋ２登頂者） 

内 容  「山岳事故と対応について」 

 

 

あの頃・あの時 

 

１９７２年５月４日 

北鎌尾根～針ノ木峠 

（槍の左が北鎌尾根） 

樅沢岳にて（後藤） 



裾野麗峰山の会・山行報告書                      文・写真 後藤 

山行 NO   1877 

日 時  2020 年 08 月 02 日（日）晴れ・蒸し暑い 

山 域  岐阜・大日ヶ岳（1709m・日本二百名山） 

コース  長泉 6:00 一名古屋一東海北陸道一ひるがの高原登山口発 10:37 一いっぷく平 11:59 一 

     展望台 12:54 一大日ヶ岳 13:11～40（昼食）一登山口 15:31 一ひるがの高原キャンプ場 

     （泊） 

標高差  上り ひるがの高原登山口約 960m～大日ヶ岳 1709m＝約 749m           

          下り                         同上 

山状況   藪なし・よく踏まれている・登山口トイレなし・駐車場２面３０台 

難易度   非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

     延々とブナ林がつづく尾根 
参加者   後藤、加藤、星、合谷＝4名 

 

 ２０２０・夏山合宿が始まった。山域選択は様々あったが、ベテランは未踏の山、新しい会員は、

３０００ｍ峰を選んだ。結局、岐阜・大日ヶ岳、高山市・位山、長野・御嶽山に決定。 

 車経路は距離あるが、時間的に速い、全て有料道路の名古屋経由となった。昔は電車で１日掛か

ったが、現在は車で４時間程度は驚きである。 

 

 
 

問題なく、ひるがの登山口着。陽はすでに高く暑い。いつも早朝発の我々には応える時間帯。下

刈りされたキレイな道を上る。早くも下山してくる方がいた。登山道の脇は、ブナ林が続いている。

それにしても暑い。本来、この山は雪がある時に上る山。山岳スキーで有名だ。 

 花は少なかった。唯一、静岡で見ない、アジサイがキレイだった。登山道は、ダラダラと長く中々

高度を稼げない。仲間からクレームがでる。ようやく三角点がある１３５６ｍ峰着。「いっぷく平」

の看板があった。 

 更に平坦に近い道を進む。上から何人も降りて来た。素人っぽい何処かのオバサンに励まされる

始末。 



 
ブナ林 

 

 
 

 標高１５８０ｍ付近でようやく展望が開けた。周りに高い山はなかった。「展望台」の看板があ

った。男性が二人休んでいた。少し下って最後の上りで頂上着。２時間掛からなかった。標高差の

割に速かった。やっぱり傾斜がないと速いか。広い頂上で何人か休んでいた。山名の大日ヶ岳の「大

日如来像」があった。信仰の山だった。 

信仰の山だが、西・南に大きなスキー場がある。信仰と商売は関係ないようだ。何処かの方が、

何処から何時間で来ましたかと問われ答えると「速いですね」といわれた。 



 
大日ヶ岳頂上 

 

 
南（ダイナランド）方面           西（白鳥リゾート）方面 

 

３０分休憩して下山。下山は平坦故、楽だった。大汗をかいて登山口着。早朝発で疲れていた。 

時間はすでに１５：３０。これから車移動はイヤ。すぐ近くに「ひるがの高原キャンプ場」があっ

た。様子を見る。 

日曜日夕方で空いていた。受付で聞けば、一人＝１１００－。車一台＝１１００－。安い。有難

い。即決。トイレは、ウオシュレットで完璧。シャワーは、５分で２００－。蚊はいない。ヒグラ 

 

 



シが鳴いている。静か。五月蠅いことはいわない。自由な雰囲気。サイコーだった。 

テントは、大小二つ張る。一つは、GY のを借りた。GY はテントを購入したが、まだ自身が使っ 

ていなかった( ´艸｀)。それと昨年会で購入した、コールマンの大型フライテントを被せた。 

夕食は、焼き肉だった。K がいうタン・ハツの「ゲテモノ」と精肉。何故か食欲旺盛で、二日分

の肉を食べてしまった。恐るべき「老人集団」。ちなみに４名の平均年齢は約７１歳だった。 

もちろん、ビアもガンガン。ワインを忘れて残念。夜半に少し雨でした。次回は、山岳スキーで 

訪れたい。                                   

（了） 

 

 

 



裾野麗峰山の会・山行報告書                  文・ＧＭ  写真・ＧＴ 

山行番   ＮＯ．１８７８ 

日 時   ２０２０/８/３（月）晴れ・蒸し暑い 

山 域   高山市・位山（くらいやま・１５２９ｍ・日本二百名山） 

コース   登山口７：５５－リフト終点８：５０－位山山頂（１５２９ｍ）１０：１４一白山展

望台（昼食）１０：２０～４５－山頂トイレ １１：００－リフト終点１２：０５－

登山口 １２：３５一御岳ロープウェイ・鹿の湯駅（泊） 

標高差   上り モンデウス飛騨位山登山口９００ｍ ～ 位山山頂１５２９ｍ＝約６２９ｍ 

      下り                  同上 

山状況   スキー場藪あり・登山道はまあまあ歩き易い・スキー場、頂上下トイレあり・スキー

場大駐車場あり 

           位山は、暗かった？？！！ 
参加者   後藤、加藤、星、合谷＝4 名 

  

前日に大日ヶ岳下山後に泊まった「ひるがの高原キャンプ場」を早朝にスタートし、高山市内を

通って位山に向かった。途中、道路が破損し通行止めとなっていたが、この道を通らないと遠回り

になるため、片側の車線は通れそうなので、強硬突破し、何とか登山口のあるモンデウス飛騨高山

の道の駅に辿り着いた。 

日本二百名山のひとつ位山は、岐阜県高山市にある標高 1,529ｍの山で、古来より霊山として崇

められ、謎の巨石群や神秘とパワーに満ちたスポットらしい。 

モンデウス飛騨位山は駅の道とスキー場が併設されており、スキー場ゲレンデの端に登山口があ

り、８時前に登山口を出発。 

 

モンデウス飛騨高山スキー場の登山口 

 

登山道は草が生い茂っており、道が判りにくい。登山口から 20 分程登って、スマホでルートを

確認すると登山道を外れてスキー場のゲレンデを登っていることが判明。 

スマホでスキー場の最上のリフト終点で登山道に合流することが確認できたので、そのリフト終

点を目指してゲレンデの道なき道を進む。 



出発から 1時間ほど登って、最上リフトの終点に辿り着き、登山道に合流。前日の大日ヶ岳の疲

れも残っており、かなり足にダメージがきてしまった。 

 

 

スキー場のゲレンデ登坂 

 

リフト終点と案内板 

 

 

しかし、リフト終点から上の登山道は整備されており、歩き易かった。視界の悪い樹木の中の登



山道を登ること 1時間半、１０時２０分に位山山頂に到着。山頂付近は平になっており、山頂の碑

がなければどこが山頂か判らない。 

 

位山山頂 

 

山頂近くの白山展望広場で、昼食を取り、すぐに下山することにした。 

下山に時間をかけてダナ平林道を回る周回コースもあったが、次の目的地の御嶽山に早く向かうため、

最短コースの同じ登山道を下った。 

平日のせいか、道路が通行止めになっているせいか登山者にはほとんど会わない 

下りはペースも早く、登山道を間違えることもなく、１２時半（1 時間半で）で登山口に到着。それ

にしても、前座の登山にしては登山道を間違えたこともあり、中々ハードであった。 

明日は今回の夏山合宿本番の御嶽山であるが、だいぶ疲労が溜まってきており、体力がもつかどうか

心配である。 

 

その他の記述（GT） 

１．二百名山にしては、イマイチか  ２．巨石群というが？？！！  ３．山頂下トイレは良かった 

 

 



裾野麗峰山の会・山行報告書                      文・写真 後藤 

山行 NO   1879 

日 時  2020 年 08 月 04 日（火）晴れ・比較的爽やか 

山 域  木曽・御嶽山（3067m・日本百名山） 

コース  御岳ロープウェイ・鹿の湯駅 BC 一ロープウェイ一飯森高原駅発 8:39 一行場山荘一八 

     合目・女人堂 9:41 一九合目・石室山荘 10:43 一覚明堂 11:00 一剣ヶ峰 11:26～38 一 

     石室山荘（昼食）12:00～30 一飯森高原駅 14:17 一 R19 藪原「道の駅」（泊） 

標高差  上り 飯森高原駅約 2130m～御嶽山・剣ヶ峰 3067m＝約 937m （２Ｈ４７′） 

          下り                  同上 

山状況   藪なし・階段多い・歩き易い・飯森駐車場夜トイレあり・広大な駐車場 

難易度   非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

     久しぶりの３０００ｍ峰 
参加者   後藤、加藤、星、合谷＝4名 

 

 前日の高山市・位山から御嶽山に向かう。久しぶりの御嶽山。昔は、山岳スキーで何度か通った。 

ただ、何故か夏の沢上りはあったが、一般道は初見。御嶽山の一般道は、ぐるりと７本ある。日

本一の富士山でも５本なのに。 

従って明日、どのコースを上るかでアプローチが変わってくる。可能なら、古典的でロープウ

ェイがない、黒沢道が良かった。しかし、連日の猛暑登山で全員いささか疲れ気味。しかも、本来

の黒沢道は、百間滝経由で何と標高差は、頂上まで約１８６７ｍ！！ある。これは恐ろしい。 

結局、ロープウェイはあるが、初心者に仏像など見どころが多い、御岳ロープウェイ・飯森高原

駅からに決まった。この道は、八合目・女人堂で黒沢道と合流する。 

 

 
 

 次の課題はキャンプ場。三泊四日の日程で三泊キャンプ生活。快適なキャンプ場を期待したいが、

今年はコロナで営業していない所が多かった。あちこち当たってみたが、イイ所がない。絶対条件

はトイレが完備のこと。 

最終的に御岳ロープウェイ駐車場に目鼻を付けた。電話すると２４時間トイレは利用できる返事。



話し方も好意的だった。１６時に職員は全員下山するという。ま、会社も翌日ロープウェイを利用

してくれるので、厳しい対応ではない。冬はそのような客も多い。 

 食材を携え本館の下の大駐車場で明るいうちに夕食。全く問題なかった。夕方、本館軒下に移動

しテント泊。静かで快適だった。トイレはウオシュレットで便座も温かい。有難い。 

 

 
 

 ロープウェイ始発は８：３０。料金は片道１３００－。往復２６００－だが、JAFF 割引が一割ほ

どあった。チケット購入は片道の方もいる。昔はスキーでゲレンデを飯森駅まで上ったこともある。

今回もの意見もあった。しかし、標高差は丁度６００ｍ。約２時間必要。ロープウェイは１５分で

着くから、やっぱり歩くのは大変。だが、途中で早々下って来た若い衆がいた。聞けば、「ゲレン

デを歩いた」という。帰りはと聞けば「歩いて下る」とのこと。いやはや、アッパレ！！！ 

アナウンスでロープウェイ中間に親子熊目撃の情報があった。我々は目撃できなかったが、何処

かのオバサンは目撃したという。見られず残念。観光用！！？？それはないでしょう。 

 

 
飯森高原駅 

 

 駅から最初は木屑を敷いた歩き易い道。すぐ、行者山荘着。年配の小屋番がいた。とても丁寧で

優しい感じだった。「ちからもち」が有名らしい。ゆっくり出来ないので、帰りに寄ることにした。

道は階段が続いた。自然の樹木を巧みに敷いてあった。幅は高からず低からず。上りやすい。女性

行者の着物歩幅に合わせてあるかも知れない。 



そういえば、鹿の湯駅に本格的な恰好をした、女性行者が３名いた。写真許可を願ったが拒否さ

れた。そのうち上から男性行者が何人か下って来た。 

 

 

 

 
 

 行者は、手に白と赤・青・黒などの、「紙垂」（しで）を持ち、歩きながらヒラヒラ振っていた。

何のためか聞いたら、一種のお祓いらしい。 

・・・神社の拝殿などにある 5 色の布は、五色絹（ごしきぎぬ）と言われるものです。この 5色は

緑（青の代用）・黄・赤・白・紫（黒の代用）の 5つになります。五色絹が用いられているものと

しては、神具である真榊や、建物の上棟祭のときに屋根の上に付けられる吹き流しなどに用いられ

ています・・・ネット 



オジサンの話では、赤は怒り（を鎮める）、青は水を表しているといった。明るいオジサン達で

した。更に上っていくと八合目・女人堂着。大きく立派な小屋だった。女人堂は、ひとつの「結界」

で高野山など同様、昔、女性はこれ以上入れなかった。 

・・・ちなみに、明治元年、「女人堂」が御嶽山で最初に山小屋としての営業を開始しています。 

つまりは御嶽山の山小屋のルーツで、当時はそれほど黒沢口を使う登山者が多かったということに。 

明治 24 年、ウエストンの御嶽山登山も黒沢口登山道往復と推測されています。 

黒沢口八合目「女人堂」から 5分ほど歩いた金剛童子の大岩が俗世と御神域の境界になっていま

す。明治 5年、太政官通達で神社仏閣地の女人禁制が解かれるまで、ここから先は、女人禁制。 

女人堂がある 8合目より先は、女性の登山が許されず、「頂上を目指した男性の帰りを女性がこ

の小屋で待っていた」ことからだといわれていますここを「女人頂上」とし、金剛童子の大岩が「結

界石」となっていたのです。 

金剛童子の大岩があるため金剛堂とも呼ばれ、国土地理院の地図には金剛堂と表記。 

  

 

 
八合目・女人堂 

 

・・・御嶽山信仰の歴史は、遠く平安・鎌倉・室町時代に興った民間信仰と山岳信仰が結びつき、

御嶽山も最初は修験道の場として独自の山岳信仰として栄えるようになったといわれています。 

そして徐々に厳しい修行を重ねた道者といわれる人々が集団で登拝することが風習となりまし

た。 

そんな中、1784 年（天明 4年）に尾張の行者・覚明（かくめい）によって三岳村の黒沢口が開か



れ、続いて 1794 年（寛政 6年）には武蔵國の行者・普寛（ふかん）によって王滝口が一般民衆に

開放され、これを機に木曽周辺で留まっていた御嶽信仰が全国的な信仰へと広がっていきまし

た・・・ネット 

大きな鳥居の中に、真っ黒な、覚明と普寛の像が鎮座していた。この登山道が開かれたのは、今

から約２５０年前。その割に荒れていない。勿論、関係者・信者のたゆまない努力がある。 

 

 
ベニバナイチヤクソウ            モミジカラマツ 

 
ゴゼンタチバナ               イワキキョウ 

 

 南面の花は期待するほどなかった。上記のものと、アキノキリンソウ・オンタデくらい。北面は

コマクサ・ハクサンイチゲもあるようだ。女人堂から南にトラバースして尾根に出る。岩が多くな

った。歩き易さは変わらない。天気は次第にガスが取れてきた。下部はモヤっていたが、上部は晴

れている。青空がのぞく。九合目・石室山荘着。小屋下も上れるが、小屋中を通る登山道もある。

面白い。帰りに寄りたいところだ。 

 ここで私は一つの山岳遭難事故を思い出した。２０１４年４月６日、静岡県連・M 労山の W さん

（５２）が、遭難し石室山荘の北下で翌日遺体が発見された。王滝頂上小屋から単独行動ため詳細

は不明だが、結果的に重大事故となった。この時期、積雪はまだ多い。４月といえ上旬では、冬山

と変わらない。一旦、悪天候になれば厳しい山となる。基本的に単独冬山登山はやらない。。最近、

つくづく思うことは、「基本を忘れない・基本に返る・基本的な行動をする」である。 

事故報告書  http://susono-reihou.babyblue.jp/01-323.pdf  



 
覚明堂上 

 

 石室からひと上りで覚明堂通過。無人だった。辺りから頂上付近が仰ぐことが出来た。空はすっ

かり晴れ上がり蒼穹が広がった。日差しは強いが高山故、案外爽やかだった。眼下に二の池が見え

た。少し汚れていた。ちなみに、池は五つあるようだ。 

 最後上りきると、コンクリート製の大きく四角いブロックがあった。噴火後に作られたシェルタ

ーだった。左下は柱だけ残された、ボロボロの頂上小屋があった。噴火があったのは、小屋裏の地

獄谷。こんな近くで噴火があったら逃げることは出来ない。 

 

 

シェルター                 再建中の頂上小屋 



 
慰霊碑 

 
                      石灯篭 

 
そのままの石碑 

 

 慰霊碑は、死者５８名、今も行方不明５名と記されていた。行方不明５名は、一体どこにいって

しまったのだろう。剣ヶ峰に上る階段の脇は、石灯籠などが噴火時の状態で残されていた。写真の

石灯籠は、上部が傾いたまま、微妙なバランスで立っていた。 

 ちょっと、映画で観る、ポンペイの噴火のようだった。当日、ここは生き地獄だっただろう。天

空から噴石は降る、空は真っ暗、泣き叫ぶ登山者がいる、地鳴・地震は恐ろしく続く、運が悪かっ

たといえばそれまでだが、それを考えると胸を締め付けられる思いだった。 



 

 

 頂上祠で山伏格好の中年男性と若い女性が神主と祈祷を行っていた。理由は分からない。我々 

も神主の許可をいただき、噴火犠牲者・山岳遭難者の供養のため般若心経を一巻唱えた。幸いメン

バー４名全員、巡礼経験者だった。私は御嶽神社の有料お札をいただいた。 

 

 
 

 頂上を後にする。昼食時間だが、頂上滞在は短時間にしたい。ガシガシ下って、石室山荘で昼食。 

疲れた。３日目の疲れがドッと出ていた。座敷に上がりビアをいただく。美味しかった。皆も「あ

ったかウドン」を頼んで食べた。ウドンはイイ出汁が出ていた。 

 山荘の主人は温かい方だった。噴火時の話を聞く。噴石はここまで直線距離で１ｋｍくらいだが

飛んでこなかったという。ただ、空は真っ黒で地鳴りが恐ろしかったそうだ。奥様は悲鳴を上げて

半狂乱だったという。その後、噴石に備え屋根を二重構造に補強したという。正に生涯にあるかな

しかの経験をした。頂上の御嶽神社の神主は、噴火日９月２７日は、既に下山済で難を逃れた。 



 
噴火した地獄谷方面 

 

 下りは、３日間の疲れで、時々、足がもつれた。下りでも十分足が上がらず時々、引っ掛かる。 

特に左足がおかしい。いよいよ歳か。困ったものだ。女人堂上まで下ると、行者装束の若い衆が上

って来た。聞けば保科君といい、御嶽神社の神主という。まだ３０半ば。 

先ほど私がいただいた頂上御嶽神社に今日から寝泊まりするという。今いる方は下山するそうだ。

荷は２０ｋｇくらい。お酒も飲むそうだ。イイ若い衆で、何だかんだ２０分ほど話し込んでしまっ

た。他の下山者は、そそくさと下るが、このような機会は少ない。貴重な交流だ。 

 

 
 



女人堂に下ると、熱中症になった女性が、事なきを得たと話していた。順調に下り、ロープウェイ

で無事帰還。ロープウェイはノンストップでグルグル回っていた。 

 車で山を下る。今宵の宿をどこにするか中々決まらない。キャンプ場がコロナ閉鎖で一番困る。 

結局、R１９の藪原「道の駅」でテン泊。ややトラックが五月蠅かった。翌日は、奈良井宿を見学

し、甲府南の「みたまの湯」で汗を流し、合宿を終了した。 

天候・仲間に恵まれイイ山旅だった。ドライバーの K さんに感謝・感謝です。 

 

 
御嶽山頂上 

 

 
奈良井宿 



         

 

 

                                        （了） 



写真報告  ８/１６  狩野川本流・リバーウオーク 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録 

 

 伊豆・湯ヶ島 

                              樹齢５００年のケヤキ 

 

日本勤労者山岳連盟 

  静岡県勤労者山岳連盟・東部ブロック 

  裾野麗峰山の会（愛称・れいほう山の会） 
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